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今後の特集ラインナップ 
 

 ６８７号 ２０１０年６月１日発売 

『今年は日本全部が印象派。』 
 
 今年は印象派が豊作です！ オルセー美術館やボストン美術館から、モネ、セザンヌ、ゴッホ、ルソー、ド

ガといった有名画家の傑作が、続々と日本にやってきます。４月にオープンする三菱一号館美術館の開

館記念展もマネ。観に行く前に読めば、印象派をよりいっそう深く楽しめるのが今回の特集です。 

 人気の高さゆえ、ともするとベタなイメージがつきまとう印象派ですが、案外知られていないことも多いも

の。印象派の発展に大きな影響を与えた身近な“あるもの”って何だと思います？ 個性的な画家たちが

繰り広げる人間ドラマも、印象派を語る上で欠かせないエッセンス。とっておきのエピソードを選りすぐりで

お届けします。印象派好きはもちろん、初心者でも十分楽しめる、おすすめの１冊です！ 
 
 

 ６８８号 ２０１０年６月１５日発売 

『美味求真 ～食にこだわる人は素敵だ！～』 
 
 いつの時代も、食にこだわる人は素敵だとブルータスは思います。 

 その代表といえば、明治から昭和初期の政治家（元貴族院議員、元衆議院議員）で、美食家としても知

られる木下謙次郎。彼が、大正 14 年に出した著書こそ『美味求真（びみぐしん）』。発売３ヶ月で 50 版を重

ねるという当時の大ベストセラーであり、いまなお“食通の原典”として名高い名著です。 

 そこで今回、日本における美食文化のバイブルへのオマージュをささげるべく、「食へのこだわり」をテー

マに特集を企画しました。本家にも決してひけをとらない、博覧強記の一冊です！ 
 
 
 

 ６８９号 ２０１０年７月１日発売 

『生活の中にある 民藝とみやげもん ～LIFE with MINGEI～』 
 
「民衆の生活の中から生まれたものこそが、美しい」―― 柳宗悦 
 
 今からちょうど１００年前、思想家の柳宗悦は、浜田庄司、河井寛次郎、バーナード・リーチらとともに、名

も無き民衆の手に寄る価値ある工芸品を讃える、民藝運動を起こしました。その運動は、忘れ去られそう

になっていた日本人の手仕事を再評価することに成功。そして、それから１世紀。まだ、まだ民藝は我々

の生活の身近にあります。そして、人によって民藝の捉え方もまちまち、それが面白い。ある人は島根の

出西窯の土瓶を、ある人は熊本からのお土産でもらった猿の置物を、ある人はマルタン・マルジェラの真

っ白いロシアのマトリョーシカを民藝と言います。そこで、みんなの好きな民藝の話を集めました。さらに、

人気連載、「みやげもん」を強力特集。全国とっておきの、みやげもん情報満載です。 
 
 

お問い合わせは マガジンハウス メディアプロモーション部 
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